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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・本日から昇格試験があるため、対象者は参加してください。
・明日、プログラムテキストの提出期限のため、期日厳守で提出してください。
＜利用者様情報＞
デイケア
・若松　邦生　様～グループホームの世話人より欠席の連絡がある。本日グループホームを訪問したがドア越しに返答はなく、部屋に入室すると真っ暗な部屋で座っていたとのこと。デイケアに行くように促したが、小声で行かないと返答しており欠席に至っている。気分が沈んでいる状態が続いている為、明日急遽外来を受診することになる可能性があるとのこと。同様のエピソードと入退院を繰り返している為、関わり方について検討していく。
・鈴木　知子　様～連絡なく欠席しているため、自宅に電話をしている。「先週ちょっとあって行きづらくて」とボソボソと話しており、詳細を尋ねると、「スタッフの○○さんに嫌われている気がする」「怒っているように感じた」と話している。怒ってはいないが、そのように感じさせる要因があったことについて謝罪の意を伝えている。来週顔を見て話したいことを伝えると、「わかりました」と明るい声で返答をしている。相手の表情等のサインを読み違えることが多いと思われる為、帰り際の対応等に気を付けていく。
・東海林　紀子様～先週特定スタッフに関して感じていることを別なスタッフに相談したが、納得がいかなかったと担当スタッフに相談をしている。「自分としては揚げ足をとられるように感じている」と主観的な感情を自覚して言語化している。スタッフが感情を出すことにも疑問を抱いており、その後のフォローがなかったことを謝罪している。今後、スタッフの感情の出し方や出したあとのフォロー等についてスタッフが多いカンファレンスで話し合っていくこととする。
・野月　利章　様～本日デイケアの利用日ではないが、利用を希望し来所している。＜青山荘で何かありましたか＞と尋ねると「特に何もない」と答えている。身体面について尋ねると、「あんまり眠れないんだよね」と話しているため、薬の兼ね合いも考えられるため、主治医とも相談するようにアドバイスをしている。来所時は表情の冴えなさがあったが、その後は表情良く過ごしている。
・上村　正暁　様～電話があり、「水曜日のプログラムの体験をしたことがないので、来週は水曜日に行きます」と話している。
・駒木　洋士　様～「金曜日来るかどうかは電話します」と話している。午前中の作業療法では、設計図を製作しており、気分高揚の兆しと思われる行動が見られる。精神症状の観察をしていく。
・松倉　健一　様～月曜日に八戸赤十字病院を受診するため欠席しており、本日病院受診について尋ねると、「行っていない」と答えている。来週は行くと話している為、来週も受診について確認をしていく。TV前で立ち止まり儀式的な行為をしていることや、空笑が目立っており、服薬が確実ではないことが考えられる。怠薬のリスクや通院・服薬の重要性について今後も説明をしていく。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～昨日、青風荘に帰荘後に表情の険しさや落ち着きのなさが見られていたとのこと。本日は、扉前に行くことはなく、表情も良い。
・奥山　以依子様～昨日、青風荘に帰荘後に利用者様が並んでいる列に割り込み、注意を受ける場面があったとのこと。また、褒められることでヒザを強めに叩くことがあり、気分が高揚している様子があったとのこと。本日のプログラムでも発言量が多く、気分が高揚している様子が見受けられる。妄想と思われる（2020年、超能力等）話はしていないが、精神症状や言動について注意して観察していく。
・千葉　輝夫　様～ズボンが尿で濡れており、着替えをしている。最近、ズボンを濡らすことが増えており、着替えが足りなくなる可能性があるため、息子様に衣類を多く持って来てもらうように依頼している。最近、入浴後の着替えにも時間を要し、ズボンの上にスエットを着てズボンが膨らみファスナーが閉まらない状態で歩いていることがあった。それを鏡で見せるが“おかしさ”には気付くことはなく、着替えに関しての介入が増えている。主治医と家族に情報提供をしていく。
ナイトケア
・植村　廣隆　様～昨日よりナイトケアを利用している。わからないことは自分から質問をし、スタッフと冗談を言って過ごすことがあり、不安はないとのこと。利用目的は、「インターネットをする時間を減らすため」と話しており、今後の目標については「28日に頭の検査の結果がわかって、その後どのように対処していくか決まるから、まだわからないです」と話している。検査結果がわかり次第、今後の目標について設定していく。
＜外来情報＞
・高柳　和子　様～夜眠ることが出来ており、食欲はあるとのこと。調子について聞かれると「大丈夫」と返答している。

・板橋　利美　様～夜眠ることが出来ており、食欲はあると話している。膝の後ろから足にかけて痛みがあり、痛み止めを飲んで対応していると話している。特定利用者（倉橋生子様）が静かであるためゆっくり休むことが出来ているとのこと。風邪症状も落ち着いたとのことで、風邪薬の処方が止めになったと話している。

・中村　茂　様　～日中のだるさと足が思うように動かないことを報告しており、状況に応じて整形外科受診を検討するよう説明されている。幻聴はあるが、大きな影響はなく過ごすことが出来ているとのこと。

・倉橋　生子　様～夜間眠ることが出来ているが足の重さがあり、薬のせいではないかと相談している。リスペリドン（2）1T 1×昼食後とバチール（100）2T朝夕が変更となっている。毎週様子を見ていくために、週1回の外来診察となると報告している。

・藤村　翔　様　～夜間眠ることが出来ており、幻聴に左右されずに過ごすことが出来ている。脈拍は落ち着いてきていると話している。

・繁名　和恵　様～眠気が強く、デイケア来所前に眠ってしまうことがあると話している。頓服薬を飲み過ぎないように、デイケア看護師に確認しながら対処していると報告している。

・野月　利章　様～青山荘の日中プログラムに参加しているがついていけていないとのこと。また、青山荘のスタッフに話しても対応してくれないと不満を話している。吐き気はあるが、自分なりに対応しており問題はないと報告している。

・川口　尚良　様～えんぶりには行かなかった為、飲酒の心配はなかったと話している。周囲からがんばっているねと言われるが、自分ではがんばっているつもりはないと話している。

・中村　鶴子　様～母様が減量しなければいけなくなったと話すが、食事メニューは姉が作成してくれる為、なんとか対応出来ていると話している。最近メモをとらなくても行動できるようになってきていると報告している。

・平　京子　様　～手荒れに対しウリモックスクリームが処方となっている。次回採血をする予定と報告している。

・村上　元道　様～睡眠時間が9～10時間とのことで、眠りすぎであることを指摘されている。イライラ時の頓服薬は最近飲んでいないと話している。

・澤口　利香　様～体重は42.3㎏とのこと。診察まで待つことが出来ず、大声を出しそうになることがあると話している。38㎏まで痩せたいと希望しているが、顔色が悪く、母様から最近水を飲んでも吐いてしまっているとの情報提供がある。

カンファレンスシート（板橋　利美様）

実施日：H29年2月22日（水）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：服部・工藤

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	板橋　利美様
	性別
	男
	年齢
	61
	生年月日
	昭和30年5月30日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	胆石性膵炎、脳梗塞後遺症、糖尿病、洞不全症候群、心室性期外収縮、左肺痕跡、脂漏性湿疹

	治療方針（医師の指示）
	① 生活リズムの改善　　　　⑤ 注意・集中力の維持

② 運動の習慣化　　　　　　⑥ 意欲・達成感の獲得

③ 人付き合いの場への参加　⑦ 服薬の習慣化

④ 孤立化予防　　　　　　　⑧ 病識の理解

⑨病状・身体管理を行う　

	本人希望
	病状・身体管理を行う　

	家族希望
	このまま青風荘入所継続してほしい

	入院歴
	計2回（最終：H19年6月28日 ～H19年11月22日）八戸市民病院

	通所歴
	2回目

· 前回：H19年11月28日～H24年8月19日　デイケア

· 今回：H25年4月1日～現在　　（週5回）　デイナイトケア

	その他サービス利用
	

	住居：青風荘
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家族構成

	利用制度
	身体障害者手帳

1級
	生活保護
	


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状・身体管理を行う
	①身体管理を維持・改善させる
	①転倒防止、筋力低下予防の為に、運動を行う。体重維持・検査結果悪化防止の為に間食についてスタッフへ相談する
	①身体の疼痛や疲労感があった時はスタッフへ相談する。スタッフは身体の疼痛や疲労感を確認する。

	
	②精神症状の安定
	②ストレスの発散方法を考える
	②ストレスがある時はスタッフへ相談する。スタッフは、ストレスがないか確認し、ある時は発散方法について一緒に考える。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度％）
	今後の対応

	①転倒防止、筋力低下予防の為に、運動を行う。体重維持・検査結果悪化防止の為に間食についてスタッフへ相談する。
	・週末に間食を一気に食べる事はやめられないと話す。その為、下痢をすると前回は話していたが、現在、下痢はしていないとのこと。

・整腸剤が処方されているため、排便良好とのこと。「時々、排便量が少なく、時間がかかるときがある」と話している。

・身体の疼痛を訴えることがある。カロナールを服用することで、現在疼痛は改善しているが、日によって改善しないこともあるとのこと。
	運動療法には、不参加となっているため、本人から理由を聞いていく。本人の気持ちを尊重した上で、今後どうしていくかを話し合う。体調によって、疼痛や疲労感の訴えが聞かれることがあるため、本計画の継続が必要と考える。

	②ストレスの発散方法を考える。
	・排便時間に拘りがあり、運動プログラムの時間にトイレに入り不参加となっている。参加を促すが参加せずにいる。

・体重は本人管理しており、お兄様との約束した体重が64kg（BMI20.8）。現在の体重62.6㎏（BMI20.4）。体重に拘りがあり、増量すると、極端な残食が見られている。自分の病状は、拘ると悪化しノイローゼになるサインと、悪化するパターンを知っている。現在、幻聴や幻覚は見られず、行動化することはない。服薬は、忘薬することなく実施できている。現在、体重は維持できており、お兄様が体重を増やすと怒ると話している。


	お兄様と約束している体重が、64kgと思い込んでおり、体重が維持出来ないと、極端な減量を繰り返している。そのことに対し、どのように思っているのか聞いていく。健康に対しての価値観のズレやこだわりがある為、お兄様の体重許容範囲は63kg～65kgであることを改めて伝える。その許容範囲をしっかり認められるよう面談を実施していく。引き続き、ストレスがある際は、話を傾聴し、一緒に発散方法を考えていくこととする。計画を継続とする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状・身体管理を行う
	①身体管理を維持・改善させる
	①転倒防止、筋力低下予防、体重維持・検査結果悪化防止の為に間食についてスタッフへ相談する
	①身体の疼痛や疲労感があった時はスタッフへ相談する。スタッフは身体の疼痛や疲労感を確認する。

	
	②精神症状の安定
	②ストレスの発散方法を考える
	②ストレスがある時はスタッフへ相談する。スタッフは、ストレスがないか確認し、ある時は発散方法について一緒に考える。


本人（60）





保護者（60代）


八戸市在住
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